
全 日本デ リバ リー業安全運転協議会 会長 様

謹啓 立春の候、貴台にはますます御清栄のこととお慶び申し上げます。
平素から警察行政各般にわたりまして、格別の御理解と御協力を賜 り、厚く御

礼を申し上げます。

この度、警察庁では、平成 30年の交通死亡事故等を分析 し、その特徴をまと
めた「平成 30年における交通死亡事故の特徴等について1を公表いたします。
今回の分析では、平成 30年中の人口 10万人当たりの交通事故死者数は減少
傾向にあるものの、高齢者の人口 10万人当たりの死者数は全年齢層の約 2倍と
なっていることや、全死者数の約半数が歩行中又は自転車乗用中の死者であり、

うち約 7害Jが高齢者であること、それらの高齢者のうち約 3分の 2に何らかの
‐ト

法令違反があることが明らかとなりました。

加えて、項 目別では、

○ 飲酒運転による死亡事故は下げ止まりの状況にあり、死亡事故率は飲酒な

しと比較して約 8倍であること
O後 部座席のシー トベル ト着用率は、高速道路と比較して一般道で低く、非
着用時の致死率が着用時と比較して約 3.5倍であること

○ 携帯電話使用等に係る事故は増加傾向にあり、死亡事故率は、使用なしと

比較 して約 2倍であること
○ 高齢運転者による死亡事故件数は 75歳以上、80歳以上のいずれも増加 し
ていること     .
O危 険認知速度が 40 km/hiを超過すると死亡事故になりやすいこと
等についても判明しております。

警察といたしましては、これらの分析結果を踏まえ、政府が目標 とする「陛界

一安全な道路交通の実現」に向け、交通事故防止対策を一層強力に推進 し、交通

死亡事故等の更なる減少を目指してまいります。

皆様には、今回の分析結果を送付いたしますので、春の交通安全運動を始めと

した安全で快適な交通社会の実現に向けた諸活動において、是非とも本資料を

御活用いただきますようお願い申し上げます。

なお、本分析結果については、 2月 14日 に公表すること、その際、警察庁の

ウェブサイ トにも掲載することを申し添えさせていただきます。

謹言

平成 31年 2月 吉日

警察庁交通局交通企画課長

太刀川 浩―



平 成 31年 2月 14日
交  通  企  画  課

平成30年における交通死亡事故の特徴等について

1 平成30年における交通死亡事故の特徴について
○ 交通事故死者数は減少傾向 (3,532人 )。
人口10万人当たり死者数も同様に減少傾向。

高齢者の人口10万人当たり死者数は全年齢層の約 2倍。
○ 全死者数の約半数が歩行中又は自転車乗用中の死者。
・うち約 7割が高齢者。
・ うち約‐3分の 2に法令違反あり。

2 項目別の分析結果
○ 飲酒死亡事故件数は下げ止まり。
死亡事故率は「飲酒なし」と比較して約 8倍。

○ 後部座席のシー トベル ト着用率は、高速道路と比較して一般道で低い。
非着用時の致死率は着用時と比較して約 3.5倍 (一般道)。

○ 携帯電話使用等に係る事故は増加傾向。
死亡事故率は「使用なし」と比較して約 2倍。

○ 高齢運転者による死亡事故件数は75歳以上、80歳以上のいずれも増加。
○ 危険認知速度別の死亡事故率は40b1/h超で顕著に増加。
危険認知速度40b1/h超の人身事故件数と死亡事故件数の相関が強い。

3 分析を踏まえた今後の取組
○ 広報啓発と交通指導取締りの強化
・歩行者の横断違反の防止、自転車の交通ルール遵守
・車両側の横断歩行者保護、速度違反対策

○ 制度の見直し・検討
0携帯電話使用等の罰則強化
・高齢運転者対策 (実車試験・限定条件付免許) 等

○ その他
・後部座席シー トベル トの着用の促進、飲酒運転根絶
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